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❶新しい潮流の出発点

❷個別写経事業研究

❸新しく「発見」されたテーマ

❹皆川ゼミ以前の研究との関係

❺古文書学の見直し

❻写経所文書の仏教史的分析へ

❼他の学問分野との関係

❽歴史学分野の最新動向と課題

［論文要旨］

正倉院文書研究の新しい潮流は，1983 年開始の東大の皆川完一ゼミ，それを継承した 88 年開始

の大阪市大の栄原永遠男ゼミ，この 2 つの大学ゼミの形で始まった。その手法は，正倉院文書の現

状を，穂井田忠友以来の「整理」によってできた「断簡」ととらえ，その接続関係を確認・推測し

て，奈良時代の東大寺写経所にあった時の姿に復原する作業を不可欠とする。その作業によって，

正倉院文書は各写経事業ごとの群と，複数の写経事業をまたがる「長大帳簿」に大きく整理されて

いった。よって，個別写経事業研究は写経所文書の基礎的研究として進められ，その成果は大阪市

大の正倉院文書データベースとして結実した。一方，写経事業研究を通して，帳簿論や写経所の内

部構造，布施支給方法，そして写経生の生活実態といった多様なテーマに挑んだ研究が次々と発表

された。これらの新たに「発見」されたテーマと同時並行的に，古くからの正倉院文書研究を引き

継ぐ研究も深化し，写経機構の変遷，東大寺・石山寺 ･ 法華寺の造営，写経所の財政，写経生や下

級官人の実態，表裏関係からみた写経所文書の伝来，正倉院文書の「整理」などの研究もさかんに

なった。さらに，古代古文書学に正倉院文書の視点を組み込んだ試みや，仏教史の視点から写経所

文書を分析した研究も成果をあげてきた。2000 年ごろから，他の学問分野が正倉院文書に注目し，

研究環境の整備とともに，特に国語・国文学で研究が進められた。ほかにも考古学，美術史，建築

学等の研究者も注目しはじめ，学際的な共同研究が進展しつつある。いまや海外からも注目をあび

る正倉院文書は人類の文化遺産であり，今後も多彩な研究成果が大いに期待される。
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